
平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 回
②
③
① 回
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 スポーツ関係表彰事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和53年度 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 桑山スポーツ奨励事業 係　   　名 スポーツ係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1046

11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 ６．保健体育費

施  策  名 34　生涯スポーツ・レクリエーションの振興 目 １．保健体育総務費

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 10.教育費

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 34-２　選手・指導者の育成と支援 市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要
スポーツ競技において優秀な成績を挙げるなど、魚津市のスポーツの向上と振興に関して特に功績が顕著な選手、団
体及び指導者を表彰する。

対　   　象 魚津市のスポーツの向上と振興に関して特に功績が顕著な選手、団体及び指導者。

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

①関係団体への表彰候補者の推薦依頼、②表彰候補者選考会議の開催、③表彰者の決定、④表彰

意       図
（成果指標）

該当する指導者、団体、選手に表彰を行う。

活
動
指
標

表彰候補者選考会議の回数 2 2 2 2 100.0% 2

2表彰式の開催回数 2 2 2 1 50.0%

支
出
内
訳

①需用費 42,000 36,750 42,000 2,898 -92.1%

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

成
果
指
標

38,000
②委託料

決算額 決算増減率 当初予算額

④負担金補助及び交付金
③工事請負費

249,000
支出合計（Ａ） 297,000 265,960 297,000 2,898 -98.9% 287,000
⑤その他 255,000 229,210 255,000 -100.0%

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等） 282,000 196,519 165,000 -100.0% 124,000
163,000

収入合計 297,000 265,960 297,000 2,898 -98.9% 287,000
⑤一般財源 15,000 69,441 132,000 2,898 -95.8%

0.0% 1

②年間所要時間 100 100 100 100 0.0% 100

①事務事業に携わる正規職員数 1 1 1 1

-38.3% 707,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

①関係団体への表彰候補者の推薦依頼、②表彰候補者選考会議の開催(平成25年度の魚津市桑山スポーツ賞は表彰候補者がいなかっ
たため以後の事務は行わなかった。)、③表彰者の決定、④表彰（優良スポーツ指導者、クラブ表彰は1団体、1個人を表彰）

420,000 420,000 420,000 0.0% 420,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 717,000 685,960 717,000 422,898

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 420,000

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

効  率  性 Ａ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

優秀成績者及びスポーツ振興に寄与した者に対する顕彰は、ス
ポーツ振興に資する。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当
２次評価 不要 　



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
② 人
③
① 位
② 位
③ ％

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 市民体育大会・県民体育大会事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和27年度 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 市民体育大会・県民体育大会事業 係　   　名 スポーツ係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1046

11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 6.保健体育費

施  策  名 34　生涯スポーツ・レクリエーションの振興 目 1.保健体育総務費

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 10.教育費

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 34-２　選手・指導者の育成と支援 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要
○市民体育大会の開催：市民にスポーツを普及・振興し、心身の健康並びに体力の増進及び競技力の向上を図り、明
るく豊かな生活の推進に寄与することを目的として開催する。
〇県民体育大会に参加する選手への選手派遣事務を行う。

対　   　象 スポーツを愛好する市民

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

○市民体育大会の開催　　○県民体育大会・冬季市民体育大会参加選手の派遣業務

意       図
（成果指標）

ア．練習成果を発揮する場を提供することで、生涯スポーツの振興を図る。
イ．県民体育大会に参加する選手に対する交通費等の補助をすることで、競技意欲、及び競技レベルの向上を図る

活
動
指
標

市民体育大会の参加者数 4,500 4,500 4,500 4,500 100.0% 4,500
県民体育大会(2部・3部)の参加者数(延べ人数) 770 773 800 941 117.6% 900

5
県民体育大会（２部）の順位（中学） 6 12 8 9 112.5% 7

県民体育大会（２部）の順位（一般） 5 9 5 12 240.0%

支
出
内
訳

①需用費

40

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

週1回以上ｽﾎﾟｰﾂをする市民の割合 35 27 40 33 83.0%

成
果
指
標

②委託料 2,500,000 2,500,000 2,500,000 2,500,000 0.0% 2,500,000

決算額 決算増減率 当初予算額

④負担金補助及び交付金
③工事請負費

支出合計（Ａ） 2,500,000 2,500,000 2,500,000 2,500,000 0.0% 2,500,000
⑤その他

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等）
2,500,000

収入合計 2,500,000 2,500,000 2,500,000 2,500,000 0.0% 2,500,000
⑤一般財源 2,500,000 2,500,000 2,500,000 2,500,000 0.0%

100.0% 2

②年間所要時間 100 100 100 500 400.0% 500

①事務事業に携わる正規職員数 1 1 1 2

57.5% 4,600,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

○市民体育大会の開催（21種目）：市民体育大会各競技の開催準備及び総合開会式式典運営を魚津市体育協会に委託
○県民体育大会への選手派遣（941人）：県体育協会への出場申込み事務、選手派遣の交通補助の事務を魚津市体育協会に委託

420,000 420,000 2,100,000 400.0% 2,100,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 2,920,000 2,920,000 2,920,000 4,600,000

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 420,000

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

多くの市民がスポーツに親しみ、生きがい、健康づくりに取り組
むために、市民体育大会は大きな役割を果たしている。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり
２次評価 不要 　



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
② 人
③
① 人
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 優秀選手強化育成・派遣事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 平成４年度以前 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 選手強化育成事業・優秀選手派遣事業 係　   　名 スポーツ係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1046

11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 6.保健体育費

施  策  名 34　生涯スポーツ・レクリエーションの振興 目 1.保健体育総務費

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 10.教育費

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 34-２　選手・指導者の育成と支援 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要

⑴　選手強化育成事業：①優秀チームの招聘、県外遠征、指導者講習会に開催により小中学生を中心とするジュニア
期からの、競技力、指導資質の向上を図る。　②県駅伝競走大会において、選手強化・選考、大会への選手派遣業務
を行う。
⑵　優秀選手派遣事業：①国、県及び魚津市を代表してスポーツ大会に出場する選手等に対して、激励金を支給す

対　   　象 ⑴選手強化育成事業：主に小中学生の競技スポーツ選手、⑵優秀選手派遣事業：全国大会および北信越大会等地域を代表として出場する競技スポーツの選手

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

⑴選手強化育成事業委託　魚津市体育協会、魚津市陸上競技協会に委託
⑵優秀選手派遣事業　広報等により市民に事業内容を周知し対象選手に申請をしてもらう。

意       図
（成果指標）

・競技スポーツ選手の技術、能力の向上。
・優秀な成績を挙げ、全国大会等に出場する選手の増加。

活
動
指
標

激励金申請件数 250 245 250 204 81.6% 250
中体連スポーツ大会出場人数 300 292 310 336 108.4%

170全国大会出場者数 150 149 160 175 109.4%

支
出
内
訳

①需用費

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

成
果
指
標

②委託料 760,000 760,000 760,000 760,000 0.0% 1,500,000

決算額 決算増減率 当初予算額

④負担金補助及び交付金 1,300,000 1,063,590 1,391,000 995,000 -6.4% 1,507,000
③工事請負費

1,850,000
支出合計（Ａ） 4,010,000 3,615,590 4,001,000 3,485,000 -3.6% 4,857,000
⑤その他 1,950,000 1,792,000 1,850,000 1,730,000 -3.5%

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等） 170,000 0
4,857,000

収入合計 4,010,000 3,615,590 4,001,000 3,485,000 -3.6% 4,857,000
⑤一般財源 3,840,000 3,615,590 4,001,000 3,485,000 -3.6%

0.0% 1

②年間所要時間 280 280 280 200 -28.6% 200

①事務事業に携わる正規職員数 1 1 1 1

-9.7% 5,697,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

⑴選手強化育成事業委託
　①選手強化事業　魚津市体育協会へ委託
　②富山県駅伝競走大会選手強化事業　魚津市陸上競技協会へ委託
⑵優秀選手派遣事業
　①市広報において代表として出場する場合に激励金の交付がある旨の記事を掲載
　②激励金交付申請を受け付け、内容確認後対象者へ案内、激励金を交付する。

1,176,000 1,176,000 840,000 -28.6% 840,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 5,186,000 4,791,590 5,177,000 4,325,000

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 1,176,000

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ｃ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

本事業の激励金の交付により全国大会等への参加の負担を軽減す
るとともに、選手強化事業の委託や専門的な指導者の派遣によ
り、中学生の競技力の向上を図る必要がある。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり
２次評価 不要 　



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
② 回
③
① 位
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 中学校部活動活性化事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 平成12年頃 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 中学校部活動活性化事業 係　   　名 スポーツ係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1046

11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 6保健体育費

施  策  名 34　生涯スポーツ・レクリエーションの振興 目 1保健体育総務費

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 10教育費

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 34-２　選手・指導者の育成と支援 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要
中学校において、スポーツの専門的な技術、指導力を備えた教員がいない運動部に対して、その能力を有する外部指
導者を派遣することにより競技力の向上を図る。
ア．派遣要望の把握　イ．派遣指導者の委嘱　ウ．謝金支払　エ．県補助関係事務（申請、実績報告）

対　   　象 運動部に所属する中学生

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

ア．派遣要望の把握　イ．派遣指導者の委嘱　ウ．謝金支払　エ．県補助関係事務（申請、実績報告）

意       図
（成果指標）

競技力の向上

活
動
指
標

派遣指導者数 12 12 12 12 100.0% 12
指導回数 360 360 360 360 100.0% 360

8県民体育大会の順位 5 12 10 9 90.0%

支
出
内
訳

①需用費

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

成
果
指
標

②委託料

決算額 決算増減率 当初予算額

④負担金補助及び交付金
③工事請負費

720,000
支出合計（Ａ） 720,000 720,000 720,000 672,000 -6.7% 720,000
⑤その他 720,000 720,000 720,000 672,000 -6.7%

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金 192,000 192,000 192,000 180,000 -6.3% 192,000

④その他（使用料、雑入等）
528,000

収入合計 720,000 720,000 720,000 672,000 -6.7% 720,000
⑤一般財源 528,000 528,000 528,000 492,000 -6.8%

-50.0% 1

②年間所要時間 20 20 20 100 400.0% 100

①事務事業に携わる正規職員数 2 2 2 1

35.8% 1,140,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

ア．派遣要望の把握　イ．派遣指導者の委嘱　ウ．謝金支払　エ．県補助関係事務（申請、実績報告）

84,000 84,000 420,000 400.0% 420,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 804,000 804,000 804,000 1,092,000

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 84,000

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ａ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

効  率  性 Ａ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

本事業により専門的な指導者を派遣するとともに、選手強化事業
の委託や優秀選手派遣事業による助成により、中学生の競技力の
向上を図る必要がある。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当
２次評価 不要 　



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
②
③
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

補助金

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 スポーツ少年団育成事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和51年頃 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 スポーツ少年団育成事業 係　   　名 スポーツ係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1046

11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 6保健体育費

施  策  名 34　生涯スポーツ・レクリエーションの振興 目 1保健体育総務費

平成25年度 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 10教育費

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 34-２　選手・指導者の育成と支援 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要
魚津市スポーツ少年団および魚津市スポーツ少年団指導者協議会への活動に対して補助金を交付する。これによりス
ポーツ少年団活動を活性化させ、児童の体力づくり（スポーツに親しみ体力を向上）と人間づくり（団体活動での規
律を学ぶことや、多くの児童との交流を深めること）により、児童の健全な成長を図る。

対　   　象 児童及び指導者（指導者協議会）

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

市スポーツ少年団、市スポーツ少年団指導者協議会への助成金の交付、市スポーツ少年団が実施する国内交流事業への助成金の交付

意       図
（成果指標）

心身ともに健康な児童の増加

活
動
指
標

補助金、助成金の件数 4 4 4 4 100.0%

スポーツ少年団加入率 39.0 32.7 35.0 31.2 89.1%

支
出
内
訳

①需用費

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

成
果
指
標

②委託料

決算額 決算増減率 当初予算額

④負担金補助及び交付金 940,000 940,000 1,040,000 1,040,000 10.6%
③工事請負費

支出合計（Ａ） 940,000 940,000 1,040,000 1,040,000 10.6% 0
⑤その他

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等）

収入合計 940,000 940,000 1,040,000 1,040,000 10.6% 0
⑤一般財源 940,000 940,000 1,040,000 1,040,000 10.6%

0.0%

②年間所要時間 20 20 20 100 400.0%

①事務事業に携わる正規職員数 1 1 1 1

42.6% 0

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

市スポーツ少年団、市スポーツ少年団指導者協議会への助成金の交付、市スポーツ少年団が実施する国内交流事業への助成金の交
付、広報への団員募集記事の掲載

84,000 84,000 420,000 400.0% 0

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 1,024,000 1,024,000 1,124,000 1,460,000

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 84,000

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

効  率  性 Ａ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

少年期からスポーツに取り組むことは重要であるが、スポーツ少
年団員の減少が続いていることから、支援の対象や事業内容につ
いて検討する必要がある。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ａ 現行どおり補助することが適当 ２次評価 不要 　


